


平成19年度の予算編成は、市
長の改選時期であったことから
「骨格予算」として編成してい
ます。
「骨格予算」とは、人件費や

公債費（借入金の返済）など、
どうしても支出しなければなら
ない義務的な経費や、施設を管
理するための経費などの経常的
な経費を中心とした予算のこと
です。
このため、政策的な経費は、

継続的な事業や緊急を要するも
のを除いて計上を見送ることと
し、市民生活に密着した生活関
連事業で当面必要な額を計上し
ています。当初予算に計上され
なかった投資的な経費などは、
今後、補正予算の中で検討し、
追加計上することになります。

鳥栖市の会計には、市民生活
全般にわたる基本的な経費を計
上した「一般会計」と、事業が
特定されている４つの「特別会

計」、水道事業と下水道事業の
２つの「企業会計」があります。
下水道事業は平成18年度まで

「特別会計」でしたが、４月１
日の組織機構改革により水道課
と下水道課を統合した「上下水
道局」ができたことに伴って、
企業会計へと移行しました。
平成19年度の一般会計は、

181億4,845万円。前年度の当初
予算と比較して7億4,248万円、
3.9％の減となりました。
一般会計の詳細、特別会計、

企業会計の予算は次ページのと
おりです。

181億4,845万円 3.9％減181億4,845万円 3.9％減

181億4,845万円 3.9％減

　鳥栖市の財政状況は、景気の回復に伴う法人市民税の増
収、税源委譲等に伴う個人市民税の増収などによって、当
初予算で初めて100億円を超える税収を見込んでいます。
　しかし、過去の大型事業の推進や今までの数次にわたる
経済対策の実施などにより、平成17年度末の市債（市の借金）
残高は約250億円と、依然として予算規模を上回り、楽観は
許されない状況です。こうした情勢の中、市ではさらに行
財政改革を推進し、限られた財源の重点的・効率的配分を
行って、市民の満足度を高める諸施策を実施していきます。
　今号では、平成19年度当初予算のあらましを紹介します。
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記
録
的
な
暖
冬
が
過
ぎ
、
新

た
な
芽
吹
き
を
散
見
す
る
季
節

に
な
り
ま
し
た
。

私
は
去
る
三
月
十
五
日
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
大
き
な
ご
支
援

に
よ
り
、
第
六
代
鳥
栖
市
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
責
任
の
重
大
さ
、
さ
ら
に

は
今
後
の
鳥
栖
市
の
か
じ
取
り

を
担
う
使
命
感
に
改
め
て
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

鳥
栖
市
は
歴
代
市
長
を
は
じ

め
、
市
議
会
並
び
に
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
県
内

で
最
も
発
展
し
て
い
る
街
に
な

っ
て
い
ま
す
。
改
め
て
、
先
輩

諸
氏
の
偉
大
な
取
り
組
み
と
誠

心
誠
意
の
ご
尽
力
に
対
し
、
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

と
り
わ
け
、
牟
田
秀
敏
前
市

長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
粉
骨

砕
身
、
郷
土
発
展
の
た
め
に
な

さ
れ
た
数
々
の
功
績
は
、
後
々

ま
で
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
分

権
時
代
は
、
都
市
間
競
争
の
始

ま
り
で
も
あ
り
ま
す
。
意
欲
な

き
自
治
体
で
は
衰
退
の
道
し
か

残
っ
て
お
ら
ず
、
時
代
は
ま
さ

に
私
た
ち
の
想
像
を
は
る
か
に

超
え
た
激
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
「
市
民
力
」
と
「
産
業

力
」
そ
し
て
「
行
政
力
」
の
三

つ
の
輪
で
、
こ
れ
か
ら
の
鳥
栖

市
を
創
造
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ど
れ
か
一
つ

が
劣
っ
て
い
て
も
、
こ
れ
か
ら

激
し
く
な
る
都
市
間
競
争
に
勝

ち
抜
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
さ
に
市
民
総
力
戦
で
す
。

行
政
に
「
お
任
せ
」
で
は
な

く
「
ふ
る
さ
と
鳥
栖
」
の
街
づ

く
り
に
ぜ
ひ
と
も
皆
さ
ま
一
人

一
人
の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
私
た
ち
政
治
家
も
、
自

ら
の
襟
を
正
し
、
行
政
の
け
ん

引
役
と
し
て
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
き
、
そ
の
実
現
に
ま
い
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

私
は
、
今
ま
で
全
く
行
政
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
点
か

ら
「
本
当
に
で
き
る
の
か
」
と

い
う
ご
心
配
も
大
い
に
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
培
っ
た
民
間
の
発
想
を
交

え
た
新
た
な
発
想
と
市
民
の
皆

さ
ま
の
知
恵
で
、
今
後
四
年
間
、

鳥
栖
を
変
え
る
た
め
、
全
身
全

霊
で
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い

る
所
存
で
す
。

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

地
方
自
治
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
「
収
入

役
」
制
度
が
廃
止
さ
れ
「
会
計

管
理
者
」
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
市
と
鳥
栖
地

区
広
域
市
町
村
圏
組
合
で
は
、

納
付
書
な
ど
に
記
載
さ
れ
る

「
収
入
役
」
の
表
記
を
「
会
計
管

理
者
」
に
改
め
る
な
ど
次
の
よ

う
な
変
更
点
が
あ
り
ま
す
。

市
税
や
保
育
料
、
市
営
住
宅

使
用
料
な
ど
の
納
付
書
の
表
記

と
、
口
座
振
替
の
振
替
先
の
口

座
名
義
人
が
「
鳥
栖
市
収
入
役
」

か
ら
「
鳥
栖
市
会
計
管
理
者
」

に
変
更
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
は
特
に
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
口
座
振

替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
収
入
役
名
が
記
載
さ

れ
た
旧
様
式
の
納
付
書
で
も
納

付
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
次
の
担
当
課
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
市
　
税

税
務
課
管
理
収
納
係
（
4

85
・
３
５
８
７
）

◎
保
育
料

こ
ど
も
育
成
課
子
育
て
支
援

係
（
4
85
・
３
５
５
２
）

◎
市
営
住
宅
使
用
料

建
設
課
建
築
住
宅
係
（
4

85
・
３
５
９
９
）

介
護
保
険
料
の
納
付
書
の
表

記
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

（
変
更
前
）
鳥
栖
地
区
広
域
市
町

村
圏
組
合
収
入
役

（
変
更
後
）
鳥
栖
地
区
広
域
市
町

村
圏
組
合
会
計
管
理
者

な
お
、
収
入
役
名
が
記
載
さ

れ
た
旧
様
式
の
納
付
書
で
も
、

来
年
３
月
31
日
ま
で
は
納
付
で

き
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
郵
便
局
口
座

か
ら
の
引
き
落
と
し
を
す
で
に

利
用
し
て
い
る
人
は
、
申
し
込

み
の
際
の
支
払
加
入
者
名
が
収

入
役
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
引

き
続
き
口
座
振
替
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
鳥
栖
地

区
広
域
市
町
村
圏
組
合
（
4

81
・
３
３
１
５
）
へ
。

※市政情報を拡大してお知らせします。



市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
▽
黒
田
幸
生
（
神
辺
町
、

亡
母
リ
キ
エ
）
▽
成
冨
薫
（
同
、

亡
夫
克
己
）
▽
重
松
勝
（
加
藤

田
町
、
亡
妻
サ
ク
ヨ
）
▽
向
井

美
智
代
（
田
代
外
町
、
亡
夫
善

美
）
▽
長
野
三
利
（
同
、
亡
妻

マ
キ
エ
）
▽
宮
地
信
博
（
村
田

町
、
亡
姉
サ
ツ
キ
）
▽
村
山
啓

己
（
姫
方
町
、
亡
夫
政
治
）
▽

飯
田
博
成
（
養
父
町
、
亡
妻
ノ

ブ
子
）
▽
山
岸
嘉
徳
（
古
賀
団

地
、
亡
母
ユ
ク
エ
）
▽
岡
本
武

彦
（
柚
比
町
、
亡
父
義
雄
）
▽

岩
田
壽
満
子
（
立
石
町
、
亡
夫

勝
一
）
▽
空
閑
ノ
ブ
子
（
元
町
、

亡
長
男
利
幸
）
▽
原
正
（
飯
田

町
、
亡
妻
敏
子
）
▽
西
村
敏
夫

（
桜
ヶ
丘
町
、
亡
父
音
次
郎
）
▽

黒
田
英
行
（
永
吉
町
、
亡
母
タ

ツ
エ
）
▽
藤
田
昭
子
（
田
代
大

官
町
、
亡
夫
昌
弘
）

市
へ
▽
絵
画

（
耶
馬
渓
清
秋
）
…
原
要
喜
（
飯

田
町
）

市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
▽
５
万
円
…
年
金
者
連
盟
鳥

栖
支
部
（
支
部
長
・
原
口
裕
）

市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
▽
８
１
６
４
円
（
市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
へ
指

定
）
…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ト
ピ
ア
（
代

表
・
林
良
子
）

１
万
円

…
樋
口
ト
エ
（
轟
木
町
）

市
で
は
、
平
成
19
年
度
の
畜

犬
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

下
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

対
象
は
生
後
91
日
以
上
の
犬
。

新
規
登
録
・
注
射
手
数
料
は
６

０
５
０
円
（
平
成
７
年
度
以
降

に
登
録
済
み
の
犬
で
、
注
射
の

み
の
場
合
は
３
０
５
０
円
）
で

す
。期

間
中
に
来
ら
れ
な
い
人
は
、

獣
医
師
の
も
と
で
個
別
に
受
け

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
17

年
４
月
１
日
か
ら
、
県
内
の
動

物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
た
場
合
で
も
、
手
数
料
の

支
払
い
は
集
合
注
射
時
と
同
額

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
飼
い
犬
の
死
亡
や
住

所
変
更
の
際
に
は
届
出
が
必
要

で
す
。
該
当
す
る
人
は
登
録
鑑

札
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
環
境
対

策
課
（
4

85
・
３
５
６
１
）
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

昨
年
、
日
本
で
も
36
年
ぶ
り

に
狂
犬
病
の
発
症
例
が
２
件
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
２
件
と
も
国

外
で
の
感
染
で
す
が
、
輸
入
動

物
が
増
え
る
中
、
狂
犬
病
は
い

つ
日
本
に
入
っ
て
き
て
も
お
か

し
く
な
い
状
況
で
す
。

病
気
が
入
っ
て
き
て
か
ら
で

は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
、
飼
い
犬
に
注
射
を

受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
ペ
ッ
ト
は
愛
情
を
持

っ
て
、
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

ペットは愛情を持って、正しく
飼いましょう。



シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

公
共
的
な
性
格
を
持
っ
た
団
体

で
す
。
法
律
に
よ
っ
て
国
や
市

か
ら
補
助
を
受
け
、
県
知
事
の

認
可
を
受
け
た
「
社
団
法
人
」

で
す
。

セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
は
、

「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」

で
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
、

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
民
は

会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
、
企
業
や
家
庭
、

公
共
団
体
か
ら
高
齢
者
に
ふ
さ

わ
し
い
仕
事
を
引
き
受
け
、
会

員
に
提
供
。
会
員
は
引
き
受
け

た
仕
事
を
責
任
を
持
っ
て
や
り

と
げ
、
仕
事
量
に
応
じ
て
「
配

分
金
」
を
受
け
取
り
ま
す
。

就
業
や
収
入
の
保
障
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
各
人
の
希
望
と
能

力
に
応
じ
た
働
き
方
が
で
き
る

の
が
特
長
で
す
。
入
会
説
明
会

は
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
の
午

後
１
時
半
か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
４
年
の
セ
ン
タ
ー
設
立

時
に
１
６
１
人
だ
っ
た
会
員
数

は
、
今
年
２
月
末
に
は
３
９
８

人
と
２
倍
以
上
に
増
加
。
近
い

将
来
、
団
塊
の
世
代
が
シ
ル
バ

ー
世
代
と
な
り
、
会
員
数
は
ま

す
ま
す
増
加
す
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

平
成
５
年
度
に
３
３
８
６
万

円
だ
っ
た
受
注
額
は
、
平
成
17

年
度
に
は
１
億
７
１
９
０
万
円

を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
は
平
成

13
年
、
市
役
所
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

西
側
へ
移
転
。
さ
ら
に
市
民
に

親
し
ま
れ
る
セ
ン
タ
ー
に
な
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
技
能
と
経
験
を
生
か
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

定
年
退
職
後
な
ど
の
長
い
人
生
を
心
身
と
も
に
生
き
生
き
と
過

ご
す
た
め
に
は
、
長
年
培
っ
て
き
た
知
識
や
技
能
な
ど
を
生
か
し
、

「
社
会
参
加
」
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
た
め
に
、
技
能
講
習
会
や
就
業
の

機
会
を
提
供
し
て
い
る
の
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
す
。
鳥

栖
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
平
成
４
年
に
設
立
さ
れ
、
15
年

目
を
迎
え
ま
す
。
今
号
で
は
同
セ
ン
タ
ー
の
仕
組
み
や
引
き
受
け

て
い
る
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

詳
し
く
は
同
人
材
セ
ン
タ
ー
（
4
84
・
３
１
４
７
）
へ
。

長年培ってきた知識や技能などを社会に還元する、
鳥栖市シルバー人材センターの皆さん



セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
に

ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
求
め
て
い

ま
す
。

会
社
や
家
庭
で
新
た
に
人
を

雇
う
ほ
ど
で
も
な
い
が
人
手
が

ほ
し
い
と
き
、
軽
易
な
仕
事
を

し
て
ほ
し
い
と
き
な
ど
は
、
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

仕
事
の
内
容
や
金
額
に
つ
い

て
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
セ
ン

タ
ー
と
契
約
を
結
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の

仕
事
に
適
し
た
会
員
を
選
ん
で

就
業
さ
せ
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
よ
う
な

仕
事
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

◎
簡
単
な
大
工
・
左
官
の
仕
事

家
の
内
外
の
修
理
、
ふ
す

ま
・
障
子
、
網
戸
の
張
り
替
え

◎
屋
内
外
で
の
軽
作
業

植
木
の
せ
ん
定
、
消
毒
、
草

刈
り
、
除
草
、
清
掃
、
会
社
や

工
場
の
軽
作
業

◎
事
務
、
筆
耕
な
ど

書
類
や
伝
票
の
整
理
、
あ
て

名
書
き
、
の
し
書
き
、
毛
筆
賞

状
書
き
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
入

力◎
福
祉
・
家
事
援
助

清
掃
、
洗
濯
、
食
事
の
支
度
、

留
守
番
、
産
前
産
後
の
世
話
、

子
育
て
支
援

◎
施
設
や
物
品
の
管
理

駐
車
場
整
理
、
守
衛
、
当
直
、

商
品
管
理

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
仕
事
を
引
き
受
け
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

現
在
、
せ
ん
定
、
消
毒
の
予

約
受
付
中
で
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
事
前

に
連
絡
し
て
作
業
に
伺
い
、
当

日
、
就
業
代
金
の
授
受
は
あ
り

ま
せ
ん
。
類
似
業
者
に
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
15
年
度

か
ら
次
の
よ
う
な
独
自
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
小
物
作
り

女
性
会
員
の
手
作
り
小
物

（
ブ
ロ
ー
チ
、
腕
カ
バ
ー
、
帽
子
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
バ
ー
な
ど
）
を

展
示
、
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
刃
物
研
ぎ

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
に
各

種
刃
物
研
ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
種
包
丁
、
チ
ッ
プ
ソ
ー
、

か
ま
、
刈
り
込
み
は
さ
み
、
裁

ち
ば
さ
み
な
ど
（
柄
の
取
り
替

え
も
行
っ
て
い
ま
す
）。

724
1,158 1,424 1,626 1,838 2,037 2,225

2,672

724件 

独自事業の『刃物研ぎ』。利用者から「よ
く切れる！」と好評です 庭木の剪定作業

草
刈
り

障
子
や
ふ
す
ま
の
張
り
替
え

シルバー人材センター







環
境
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
人
、
ペ
オ
・
エ
ク

ベ
リ
さ
ん
を
講
師
に
招
い
た

「
環
境
セ
ミ
ナ
ー
（
主
催：

エ
コ

ネ
ッ
ト
・
と
す
）」
が
昨
年
11
月

19
日
、
鳥
栖
・
三
養
基
西
部
溶

融
資
源
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
講
演

会
に
参
加
し
て
、
学
ん
だ
こ
と

を
皆
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。

エ
ク
ベ
リ
さ
ん
は
現
在
、
東

京
都
在
住
。
で
も
奥
さ
ん
が
鳥

栖
市
出
身
で
、
以
前
鳥
栖
市
に

も
住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
っ
た

ん
で
す
よ
。

さ
て
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
エ
ク

ベ
リ
さ
ん
が
「
人
に
も
自
然
に

も
気
持
ち
い
い
、
エ
コ
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
」
と
い
う
演
題
で
講

演
。「
地
下
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
な

く
、
地
上
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

「
地
下
エ
ネ
ル
ギ
ー
？
」

「
地
上
エ
ネ
ル
ギ
ー
？
」

よ
く
意
味
が
分
か
ら
な
い
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
説
明
し
ま
す
ね
。

―
例
え
ば
、
地
上
で
生
ま
れ

た
木
を
原
料
と
し
て
紙
を
作
る

と
、
土
に
還
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
方
、
地
下
で
、
何
億
年

も
か
け
て
生
ま
れ
た
化
石
燃
料

か
ら
作
ら
れ
た
物
は
、
こ
れ
を

燃
や
し
て
も
土
に
還
ら
な
い
ば

か
り
か
、
多
量
の
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出

し
、
温
室
効
果
ガ
ス
と
な
っ
て

地
球
温
暖
化
を
招
い
て
し
ま
い

ま
す
。

で
す
か
ら
、「
地
下
」
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
頼
っ
た
生
活
か
ら
、

「
地
上
」
で
生
み
出
さ
れ
る
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
例
え
ば
風
力
や

太
陽
光
）
に
頼
っ
た
生
活
に
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

―
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

ま
た
、
も
う
一
つ
印
象
深
か

っ
た
話
に
「
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー

ジ
」
が
あ
り
ま
し
た
。

フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
と
は

「
食
糧
の
重
量
」
と
「
輸
送
距
離
」

を
掛
け
合
わ
せ
た
数
値
の
こ
と
。

生
産
地
が
遠
い
ほ
ど
Ｃ
Ｏ
２
の
排

出
量
が
増
え
る
の
で
、
で
き
る

限
り
「
地
産
地
消
」
を
実
践
し

よ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

輸
入
品
の
ネ
ギ
は
価
格
は
安

い
け
れ
ど
も
、
Ｃ
Ｏ
２
を
た
く
さ

ん
排
出
し
て
運
ば
れ
て
く
る
の

で
、
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
の
値

は
高
い
で
す
。
地
元
佐
賀
の
ネ

ギ
は
価
格
は
高
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ

の
値
は
低
い
の
で
、
佐
賀
の
ネ

ギ
を
買
う
方
が
地
球
に
優
し
い

こ
と
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

『
も
っ
と
も
っ
と
地
産
地
消

を
実
践
し
、
地
球
環
境
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
地
球
市
民
に
な

っ
て
い
き
た
い
』
と
実
感
し
た
、

実
り
多
き
講
演
会
で
し
た
。

「環境セミナー」を取材しました！市民リポーター
コーナー

特
ダ
ネ

わ
た
し
が

　
　
見
つ
け
た!!

※市民の皆さんでつくるページです。

「環境セミナー」を取材しました！市民リポーター
コーナー

特
ダ
ネ

わ
た
し
が

　
　
見
つ
け
た!!

エクベリさんは「このひもは地球の歴史（約46億年）を表
している。人類の歴史（数百万年）はこの中で数ミリしか
ない。しかし、このわずか数ミリの期間で、地球環境は大
きく破壊された」と話しました。



市民活動センターだより

オープニングセレモニー

市民活動センタークローバーだよりあなたの活動を応援します

!

〒841-0032
鳥栖市大正町685
（トスパレス２階）
481-1815

気軽に集まれる
場所があります

ボランティアやNPOの
情報を発信します！

NPO入門講座や交流
イベントを開催します!

イベント開催にあたって
の相談やコーディネート
を行います!

ロッカー（有料）やメール
ボックス（無料）が利用で
きます!

印刷機、コピー機（有料）な
どでチラシや広報誌など
の作成ができます!

■鳥栖少年剣道クラブ
部員を募集（初心者）
対象は小学１年生から中学

２年生までの初心者。練習は
火曜日から金曜日まで午後５
時15分～同６時、勤労青少年
ホーム多目的ホール。入会金
2,000円、スポーツ保険料500
円。申し込みは直接会場へ。

■女子ソフトボール部
部員を募集
女子ソフトボールチーム

「鳥栖エンジェルス」では、
部員を募集します。練習は毎
週金曜日、午後７時～同９時、
元町運動広場で実施。久留米
のリーグ戦に登録し年間４大
会ほど出場。詳しくは森
（4090-4996-4488）へ。

■韓国語教室
対象は初めて韓国語を学ぶ

人。４月16日から毎週月曜日、
基里公民館で開催。時間は午
前10時～同11時半で、定員15
人です。会費月3,000円で、講
師は趙一振。詳しくは松本
（4050-5509-9093）へ。

高
齢
者
相
談
室
で
は
、
次
の

よ
う
な
求
人
申
し
込
み
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
同
相
談
室

（
1
85
・
３
５
５
６
）
へ
。
決
定

済
み
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
患
者
介
護
送
迎
（
轟
木
町
）

…
50
〜
65
歳
、
時
給
８
０
０
円

◎
調
理
補
助
（
松
原
町
）
…
年

齢
不
問
、
時
給
６
５
０
〜
９
０

０
円

◎
警
備
員
（
市
内
ほ
か
）
…
18

〜
65
歳
、
時
給
７
５
０
円

◎
郵
便
内
務
員
（
元
町
）
…
年

齢
不
問
、
時
給
６
６
０
円

◎
総
菜
調
整
工
（
古
賀
町
）
…

年
齢
不
問
、
時
給
６
８
０
〜
７

０
０
円

◎
水
耕
栽
培
工
場
で
の
作
業

（
み
や
き
町
）
…
60
〜
65
歳
、
時

給
６
２
０
〜
６
５
０
円

みんな!集まれ!

就
職
情
報

みんなの伝言板

みんな!集まれ!

就
職
情
報

みんなの伝言板

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か
」
と
言

っ
て
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
に
上
が
り
込
み
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
設
備
（
36
万
円
相

当
）
を
契
約
さ
せ
る
業
者
が

市
内
に
現
れ
ま
し
た
。

幸
い
、
早
め
に
市
へ
相
談

が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
、
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
の
手
続
き
を
取

り
、
事
無
き
を
得
ま
し
た
。

確
か
に
、
既
存
住
宅
は
平

成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
火
災
警
報
器
は
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
１
台：

５

０
０
０
〜
１
万
２
０
０
０
円

程
度
で
販
売
さ
れ
、
自
分
で

簡
単
に
取
り
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
国
が
定
め
る
基

準
に
合
っ
た
火
災
警
報
器
に

は
、
日
本
消
防
検
定
協
会
の

鑑
定
マ
ー
ク
（
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
）

が
付
い
て
い
ま
す
の
で
、
購

入
の
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
協
働
推
進
課
（
4

85
・
３
５
７
６
）
で
は
毎
週

月
〜
金
曜
日
に
消
費
生
活
苦

情
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

みんな!集まれ!

就
職
情
報

みんなの伝言板



※子育て情報が満載です。



「
子
育
て
の
魅
力
を
伝
え
る

エ
ッ
セ
イ
を
書
い
て
く
だ
さ

い
！
」

市
役
所
の
方
か
ら
、
依
頼
さ

れ
た
新
コ
ー
ナ
ー
へ
の
執
筆
。

し
か
も
、
次
に
執
筆
す
る
子
育

て
中
の
人
を
紹
介
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
「
お
ま
け

・

・

・

付
き
」。

２
年
前
に
長
男
、
昨
年
12
月

に
二
男
を
出
産
し
た
ば
か
り
で
、

子
育
て
真
っ
最
中
の
私
。
悩
み

ま
し
た
が
、
引
き
受
け
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

さ
て
さ
て
、
子
育
て
の
魅
力
。

い
っ
ぱ
い
あ
り
す
ぎ
て
、
こ
の

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
は
足
り

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
あ
え
て
一
つ
だ
け

言
わ
せ
て
い
た
だ
け
る
な
ら
、

「
自
分
育
て
」
で
し
ょ
う
か
。
子

育
て
は
悩
み
、
反
省
す
る
こ
と

も
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と

が
結
局
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
自

分
の
ス
ケ
ー
ル
を
大
き
く
さ
せ

て
く
れ
る
気
が
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
子
育
て
に
が
ん

ば
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
一
言
。

子
ど
も
が
べ
っ
た
り
、
親
に
来

て
く
れ
る
時
期
は
短
い
と
思
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
時
期

を
大
切
に
し
て
、
子
ど
も
と
べ

っ
た
り
子
育
て
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。

私
の
話
は
こ
の
辺
に
し
て
、

そ
ろ
そ
ろ
次
の
人
を
紹
介
し
ま

す
。
弥
生
が
丘
の
杉
山
径
子
さ

ん
。
心
配
り
の
で
き
る
優
し
い
、

女
の
子
２
人
の
お
母
さ
ん
で
す
。

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

鳥栖っ子
アルバム

鳥栖っ子
アルバム

子
ど
も
の
夜
間
急
病
の
際
に
、

久
留
米
広
域
小
児
夜
間
救
急
セ

ン
タ
ー
（
聖
マ
リ
ア
病
院
救
急

医
療
セ
ン
タ
ー
１
階
）
で
、
小

児
科
医
に
よ
る
診
察
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
鳥
栖
市
休
日
救
急
医

療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
ま
で
ど

お
り
日
曜
・
祝
日
（
午
前
９
時

〜
午
後
９
時
ま
で
）
の
診
療
を

行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
健
康
増
進
課
（
4

85
・
３
６
５
０
）
へ
。

診
療
日
●
毎
日

診
療
時
間
●
午
後
７
時
〜
同
11

時
（
受
付
は
午
後
10
時
半
ま
で
）

「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
」「
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

（
旧
・
母
子
家
庭
等
医
療
費
助

成
）」
で
助
成
さ
れ
て
い
た
入
院

時
食
事
療
養
費
の
自
己
負
担
分

は
、
４
月
１
日
か
ら
助
成
対
象

外
に
な
り
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
は
、
今

ま
で
４
歳
未
満
だ
っ
た
入
院
以

外
の
医
療
費
助
成
を
、
小
学
校

就
学
前
（
満
６
歳
の
誕
生
日
の

前
日
以
後
最
初
の
３
月
31
日
）

ま
で
拡
大
し
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
に
は
、
い
っ

た
ん
医
療
機
関
に
医
療
費
を
支

払
っ
た
上
で
、
こ
ど
も
育
成
課

で
払
い
戻
し
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
３
歳
未
満

の
「
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格

証
」
を
使
っ
た
医
療
費
助
成
は
、

従
来
ど
お
り
で
す
。

詳
し
く
は
同
課
（
4

85
・
３

５
５
２
）
へ
。

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

久
留
米
広
域
小
児

夜
間
救
急
診
療
体
制
に
加
入

乳
幼
児
医
療
費
助
成

な
ど
が
変
わ
り
ま
す

写真右から執筆者の宮原和代さん、
二男・秀梧君、長男・颯馬君



※市政情報、暮らしの情報がいっぱい。

と
　
き
●
４
月
13
日
（
金
）
午

後
１
時
半
〜
同
３
時

と
こ
ろ
●
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容
●
「
健
康
な
食
べ
方
、

見
て
食
べ
て
ガ
ッ
テ
ン
！
」
講

師
・
大
島
貞
子
さ
ん
（
栄
養
士
）

参
加
費
●
無
料

そ
の
他
●
試
食
コ
ー
ナ
ー
あ
り

申
し
込
み
●
保
健
セ
ン
タ
ー

（
4
85
・
３
６
５
０
）
へ

平
成
19
年
度
の
「
鳥
栖
市
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」
を

３
月
中
に
各
家
庭
へ
郵
送
し
ま

し
た
。

転
居
や
不
在
な
ど
の
理
由
で

被
保
険
者
証
を
受
け
取
っ
て
い

な
い
場
合
は
、
国
保
年
金
課

（
4
85
・
３
５
８
２
）
へ
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

70
歳
未
満
の
人
が
入
院
し
た

と
き
の
医
療
費
の
支
払
い
方
法

が
変
わ
り
ま
す
。

今
ま
で
医
療
費
の
３
割
（
２

割
）
を
病
院
の
窓
口
で
負
担
し

そ
の
金
額
が
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
た
場
合
は
、
高
額
療
養

費
の
申
請
を
行
っ
て
、
超
え
た

分
を
市
が
償
還
払
い
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
４
月
１
日
か

ら
は
入
院
す
る
医
療
機
関
の
窓

口
に
限
度
額
適
用
認
定
証
を
提

示
す
る
と
、
支
払
い
は
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

入
院
す
る
と
き
は
限
度
額
適

用
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

事
前
に
国
保
年
金
課
（
4

85
・

３
５
８
２
）
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
国
民
健
康

保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
世
帯
は
、

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
」
で
助
成
さ
れ
て
い
た
、

入
院
時
食
事
療
養
費
の
自
己
負

担
分
は
、
４
月
１
日
か
ら
助
成

対
象
外
に
な
り
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受

４/15

12/22

イースター（復活祭）は、ドイツ
でクリスマスの次に大切な家族のお
祭りです。イースターでは親子で色
を塗った卵やウサギを飾り、楽しい
時を過ごします。
市ではドイツイースター教室を開

きます。参加無料。
と　き●４月15日（日）午後１時
～同５時
ところ●中央公民館
講　師●アリダ・シュペーラー
（市国際交流員）
内　容●卵に絵を描いたり、イー
スターケーキを作ったりします
定　員●20人（※小学生以下は保
護者同伴）
持ってくるもの●生卵２個、エプ
ロン
申し込み●４月４日（水）から12
日（木）までに市民協働推進課
（485-3508）へ。先着順

４/15

12/22

医
療
費
助
成
が
変
わ
り
ま
す

被
保
険
者
証
の
更
新

入
院
時
の
窓
口
負
担
が

軽

減

さ

れ

ま

す

 

 

 

健
康
大
学
を
開
催

卵に色を塗ります



給
者
の
方
に
は
現
在
、
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、

４
月
診
療
分
以
降
は
、
申
請
さ

れ
た
合
計
金
額
か
ら
診
療
月
ご

と
に
５
０
０
円
を
控
除
し
た
金

額
を
助
成
し
ま
す
。

詳
し
く
は
社
会
福
祉
課
障
害

者
福
祉
係
（
4
85
・
３
６
４
２
）

へ
。

と
　
き
●
４
月
19
日
（
木
）
午

前
９
時
半
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
●
市
役
所
職
員
玄
関
前

そ
の
他
●
初
め
て
献
血
す
る
人

は
身
分
証
明
書
な
ど
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
●
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
（
4

０
９
５
２
・

32
・
１
０
１
１
）

４
月
９
日
（
月
）
か
ら
同
18

日
（
水
）
ま
で
の
10
日
間
、「
新

入
学
（
園
）
児
を
守
る
交
通
安

全
旬
間
」
を
実
施
し
ま
す
。

「
思
い
や
り
運
転
」
を
心
掛

け
、
新
入
学
（
園
）
児
の
交
通

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
建
設
課
（
4

85
・

３
５
９
８
）
へ
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
●
み
ん
な
で
守
ろ

う
　
新
入
学
（
園
）
児

交
通
災
害
共
済
と
は
、
少
な

い
掛
金
（
１
人
１
年
５
０
０
円
）

で
、
交
通
事
故
に
よ
り
通
院
・

入
院
を
10
日
以
上
し
た
場
合
、

見
舞
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

加
入
申
し
込
み
は
、
郵
便
局

窓
口
ま
た
は
建
設
課
窓
口
で
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
す
で

に
配
布
し
て
い
る
申
込
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
）。

４
月
１
日
以
降
に
加
入
さ
れ

た
場
合
は
、
加
入
の
翌
日
か
ら

の
共
済
期
間
と
な
り
ま
す
の
で
、

加
入
を
希
望
す
る
人
は
お
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
の
紛
失
や
重
複
加
入

し
た
場
合
な
ど
詳
し
く
は
建
設

課
（
4
85
・
３
５
９
８
）
へ
。

４
月
23
日
（
月
）
か
ら
同
28

日
（
土
）
ま
で
の
６
日
間
、
新

幹
線
工
事
の
橋
桁
架
設
に
伴
い
、

原
古
賀
信
号
か
ら
蔵
上
南
信
号

ま
で
の
一
部
の
区
間
を
午
後
10

時
か
ら
午
前
５
時
ま
で
片
側
交

互
通
行
の
交
通
規
制
を
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

詳
し
く
は
鳥
栖
鉄
道
建
設
所

（
4
87
・
３
１
８
７
）
へ
。

県
道
路
公
社
で
は
、
５
月
８

日
で
料
金
徴
収
期
間
を
終
え
る

鳥
栖
筑
紫
野
有
料
道
路
の
回
数

通
行
券
を
払
い
戻
し
し
ま
す
。

払
い
戻
し
方
法
は
原
則
現
金

で
、
３
万
円
以
上
の
場
合
は
口

座
振
り
込
み
（
振
込
手
数
料
は

徴
収
し
ま
せ
ん
）。

詳
し
く
は
同
公
社
（
4

０
９

５
２
・
25
・
２
０
５
０
）
ま
た

は
同
有
料
道
路
管
理
事
務
所

（
4
92
・
５
０
５
２
）
へ
。

払
戻
場
所
●
同
有
料
道
路
管
理

事
務
所
（
基
山
町
大
字
小
倉
）

払
戻
期
間
●
６
月
30
日
ま
で

受
付
時
間
●
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

献
血
へ
の
ご
協
力
を

新
入
学
（
園
）
児
を
交
通

事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

鳥
栖
筑
紫
野
有
料
道
路

回
数
通
行
券
払
い
戻
し

市
町
村
交
通
災
害
共
済

九州新幹線
工事ルート

交通規制

(片側交互通行)

交
通
規
制
に
ご
協
力
を



※市政情報、暮らしの情報がいっぱい。

業
務
内
容
●
①
介
護
指
導
員
②

訪
問
調
査
員

応
募
資
格
●
①
介
護
支
援
専
門

員
の
資
格
を
有
す
る
正
看
護
師

ま
た
は
准
看
護
師
で
、
40
歳
以

下
の
普
通
運
転
免
許
所
持
者
②

正
看
護
師
ま
た
は
介
護
支
援
専

門
員
の
資
格
を
有
す
る
准
看
護

師
で
、
50
歳
以
下
の
普
通
運
転

免
許
所
持
者

雇
用
期
間
●
①
②
と
も
平
成
19

年
５
月
１
日
か
ら
平
成
20
年
３

月
31
日
ま
で
（
更
新
あ
り
）

募
集
人
員
●
①
１
人
②
若
干
名

勤
務
時
間
●
試
用
期
間
中
＝
①

②
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
▽
試
用
期
間
後
＝
①

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時
15

分
②
午
前
８
時
半
〜
午
後
４
時

半
ま
た
は
午
前
９
時
15
分
〜
午

後
５
時
15
分

賃
　
金
●
①
19
万
１
７
３
０
円

②
18
万
５
８
５
０
円

申
し
込
み
●
４
月
23
日
（
月
）

必
着
で
履
歴
書
と
各
免
許
証
の

写
し
を
鳥
栖
地
区
広
域
市
町
村

圏
組
合
介
護
保
険
課
（
〒
８
４

１
｜
０
０
３
７
鳥
栖
市
本
町
３

丁
目
１
４
９
４
｜
１
4

81
・
３

３
１
５
）
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い

市
で
は
、
ド
イ
ツ
・
ツ
ァ
イ

ツ
市
の
学
生
な
ど
を
受
け
入
れ

る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

対
　
象
●
①
学
生
の
受
け
入

れ
＝
市
内
に
居
住
し
15
歳
以
上

の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
②
引
率

者
の
受
け
入
れ
＝
市
内
に
居
住

す
る
家
庭

募
集
数
●
①
②
と
も
各
１
家
族

受
入
期
間
●
７
月
15
日
（
日
）

か
ら
同
28
日
（
土
）
ま
で

申
し
込
み
●
４
月
20
日
（
金
）

ま
で
に
市
民
協
働
推
進
課
（
4

85
・
３
５
０
８
）
へ

４
月
分
（
５
月
納
付
分
）
か

ら
水
道
料
金
と
下
水
道
（
農
集

排
）
使
用
料
の
基
本
料
金
が
、

申
請
に
よ
り
減
免
と
な
り
ま
す
。

対
　
象
●
生
活
保
護
世
帯
、
児

童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
受
給
世
帯

適
用
期
間
●
申
請
書
を
提
出
し

た
月
か
ら
減
免
対
象
の
資
格
を

喪
失
し
た
月
ま
で
（
さ
か
の
ぼ

っ
て
の
減
免
は
あ
り
ま
せ
ん
）

申
し
込
み
●
印
鑑
を
持
参
の
上
、

上
下
水
道
局
窓
口
（
4

85
・
３

５
３
８
）
へ

水
道
・
下
水
道
（
農
集
排
）

の
納
付
書
様
式
が
４
月
分
（
５

月
納
付
分
）
か
ら
は
が
き
サ
イ

ズ
に
、
お
知
ら
せ
票
が
４
月
検

針
分
か
ら
ひ
と
ま
わ
り
大
き
い

サ
イ
ズ
に
変
わ
り
ま
す
。

な
お
、
お
知
ら
せ
票
に
よ
る

集
金
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
上
下
水
道
局
管
理

課
業
務
係
（
4
85
・
３
５
３
８
）

へ
。

試
験
名
●
裁
判
所
事
務
官
Ⅰ

種
・
Ⅱ
種
、
家
庭
裁
判
所
調
査

官
補
Ⅰ
種

受
験
資
格
●
昭
和
52
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人

受
付
期
間
●
４
月
２
日
（
月
）

か
ら
同
16
日
（
月
）

第
１
次
試
験
●
５
月
27
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ
●
佐
賀
地
方
裁
判

所
事
務
局
総
務
課
（
4

０
９
５

２
・
23
・
３
１
６
１
）

と
　
き
●
５
月
27
日
（
日
）
午

前
９
時
半
〜

と
こ
ろ
●
龍
谷
高
等
学
校
（
佐

賀
市
）

受
付
期
間
●
４
月
９
日
（
月
）

か
ら
同
20
日
（
金
）
ま
で

願
書
の
配
布
●
鳥
栖
・
三
養
基

地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部

（
4

85
・
０
１
１
９
）、
西
消
防

署
、
基
山
分
署
で
配
布

問
い
合
わ
せ
●
財
団
法
人
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
佐
賀
県
支

部
（
4

０
９
５
２
・
22
・
５
６

０
２
）

市
で
は
、
み
ん
な
で
市
民
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
市
民
協
働
指
針
を
策

定
し
ま
し
た
。

と　き●５月１日（火）午前10時～
ところ●エツ大師堂（久留米市城島町）
入場料●無料
内　容●この時期にこの地域でしか味わうことができない
魚「エツ」。この日解禁されるエツ漁の豊漁と安全をエツ
大師堂で祈願します。エツ漁は７月まで行われます
問い合わせ●城島観光物産振興会（462-3141）

と　き●４月中旬から５月上旬まで　
ところ●大興善寺（基山町園部）
入園料●大人500円、小・中学生300円
問い合わせ●大興善寺（492－3939）

クロスロード

クロスロード

クロスロード

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

水
道
・
下
水
道
（
農
集
排
）

基
本
料
金
の
減
免

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

水
道
・
下
水
道
（
農
集
排
）

納
付
書
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

臨

時

嘱

託

職

員

危
険
物
取
扱
者
試
験

ホ

ー

ム

ス

テ

イ

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー



キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
き
っ
と
す

き
・
ず
っ
と
す
き
・
な
ん
ば
す

っ
と
も
っ
と
す
き
？
」
で
す
。

「
私
た
ち
の
好
き
な
ま
ち
は

私
た
ち
で
つ
く
ろ
う
」
を
合
言

葉
に
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
市
民
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、
市
で

計
画
し
た
条
例
な
ど
の
素
案
に

対
し
、
広
く
市
民
の
意
見
を
募

集
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
制
度
（
市
民
意
見
公
募
手
続

き
）
を
、
４
月
か
ら
本
格
実
施

し
ま
す
。

実
施
状
況
な
ど
詳
し
く
は
市

民
協
働
推
進
課
（
4

85
・
３
５

７
６
）
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.city.tosu.lg.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

鳥
栖
市
域
で
日
本
国
有
鉄
道

に
勤
務
し
た
人
た
ち
の
体
験
談

を
収
録
し
て
い
ま
す
。

機
関
区
や
駅
、
車
掌
区
と
い

っ
た
職
種
や
世
代
は
さ
ま
ざ
ま
。

聞
き
手
は
、
鳥
栖
市
誌
近
代
編

の
執
筆
者
の
一
人
、
中
村
尚
史

氏
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究

所
）
で
す
。

鉄
道
員
の
仕
事
と
意
識
を
中

心
と
し
た
話
で
、
戦
前
か
ら
戦

後
に
至
る
鉄
道
の
作
業
現
場
の

内
実
と
そ
の
変
化
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。

Ｂ
５
判
５
１
０
ペ
ー
ジ
で
価

格
は
２
５
０
０
円
。

詳
し
く
は
市
誌
編
纂
資
料
室

（
4
85
・
３
５
４
８
）
へ
。

市
で
は
、
滞
納
処
分
に
よ
り

差
し
押
さ
え
た
動
産
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
公
売
し
ま
す
。

詳
し
く
は
税
務
課
管
理
収
納

係
（
4

85
・
３
５
８
７
）
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.tosu.lg.jp

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

公
売
物
件
●
子
ど
も
用
い
す
、

ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
ほ
か

申
込
期
間
●
４
月
12
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
５
月
１
日
（
火
）

午
後
５
時
ま
で

入
札
期
間
●
５
月
８
日
（
火
）

午
後
１
時
か
ら
同
10
日
（
木
）

午
後
１
時
ま
で
（
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

そ
の
他
●
滞
納
市
税
が
完
納
さ

れ
た
場
合
な
ど
は
公
売
を
中
止

し
ま
す

サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
図
書
コ
ー

ナ
ー
は
、
４
月
24
日
（
火
）
か

ら
同
26
日
（
木
）
ま
で
図
書
整

理
の
た
め
休
み
ま
す
。

詳
し
く
は
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖

（
4
84
・
２
１
２
１
）
へ
。

市
役
所
東
別
館
に
開
設
し
て

い
た
女
性
就
業
相
談
の
日
時
・

場
所
な
ど
が
４
月
か
ら
次
の
と

お
り
変
わ
り
ま
す
。

と
　
き
●
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８

時
半
〜
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ
●
県
労
働
課
（
新
行
政

棟
５
階
　
4

０
９
５
２
・
25
・

７
１
０
０
）

内
　
容
●
就
業
相
談
、
内
職
相

談
な
ど

そ
の
他
●
内
職
の
求
人
が
必
要

な
事
業
所
は
求
人
情
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い

市政情報のスポットCM

水道の修繕

市への提言・意見

人のうごき

テレビ広報とす

今月の納税

鳥
栖
市
誌
研
究
編
第
５
集

「
汽
笛
の
記
憶
」
を
刊
行

動
産
を
公
売
し
ま
す

サ
ン
メ
ッ
セ
図
書
コ
ー
ナ
ー

４
月
24
日
か
ら
休
み
ま
す

女

性

就

業

相

談

「汽笛の記憶」



バックスタンドのビッグフラッグ




